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５ 市民参画 
（１）協働社会を実現していくために必要なこと 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

協働社会を実現するために必要なことについては、「市が市政についての情報提供を積極的に行う（市職員の

出前講座等）」が 38.6％と最も多く、「公益的な団体の情報を入手しやすくする」33.6％、「総合的なボランテ

ィア保険の整備等、公益的活動に参加しやすい制度を整える」26.8％。「市の各種審議会・協議会に市民公募委

員を増やすなど、市政への参加の機会を増やす」24.6％などが続いている。 

前回調査（平成20年）よりも数値が上昇している項目は、「公益的な団体の情報を入手しやすくする」（7.4

ポイント増）、「総合的なボランティア保険の整備等、公益的活動に参加しやすい制度を整える」（2.9ポイント

増）などである。反対に数値が減少している項目は「市が市政についての情報提供を積極的に行う（市職員の

出前講座等）」（7.1 ポイント減）、「市の各種審議会・協議会に市民公募委員を増やすなど、市政への参加の機

会を増やす」（6.9ポイント減）となっている。 

 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別で大きな差違がみられるものはないが、男性が女性を上回る項目は「市の各種審議会・協議会に市民公

募委員を増やすなど、市政への参加の機会を増やす」（3.4ポイント差）などである。反対に女性が男性を上回

るのは、「活動する場所や備品などの提供」(２ポイント差)などである。 

年齢別では、「市が市政についての情報提供を積極的に行う（市職員の出前講座等）」が40歳代を除き、最も

問７ 市では「清瀬市まちづくり基本条例」を制定しています。 
この条例の市民参画・協働のまちづくりを仕組みとして保障するための条項の中には、常設機関と

して設置された「まちづくり委員会」の規定があり、これまでに市民から寄せられた提案が市政に反

映されています。 
今後、協働社会を実現していくために必要と思われるものを、次の中から２つまでお答えください。

   〔ｎ＝601 〕 

＜図５－１ 協働社会を実現するために必要なこと＞ 
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多くあげられており、20歳代、50歳代、60歳代で４割以上と特に多くなっている。また、「総合的なボランテ

ィア保険の整備等、公益的活動に参加しやすい制度を整える」は20歳代、40歳代、60歳代で３割以上と他の

年代に比べやや多い。 

就業形態別では、事業主を除き「市が市政についての情報提供を積極的に行う（市職員の出前講座等）」が最

も多くあげられている。一方、事業主で最も多いのは「公益的な団体の情報を入手しやすくする」の42.9％と

なっている。 

 
＜図５－２ 性別・年齢別・就業形態別 上位６項目＞ 

単位：％
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（２）参加してみたい市民活動 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

参加してみたい市民活動ついては、「健康づくり」が36.1％と最も多く、次いで「地域のまつり」24.1％、「社

会福祉活動」22.1％、「一人暮らし高齢者の見守り」20.0％などとなっている。 

前回調査（平成20年）とは調査項目が異なるため単純に比較はできないが、「健康づくり」や「青少年の健

全育成（子育ても含む）」はそれぞれ、６ポイント、5.2ポイント減少している。 

 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別では、「健康づくり」が男女ともに最も多くあげられている。次いで、男性は「地域のまつり」26.4％、

「防災・防犯活動」23.5％の順であるが、女性は「一人暮らし高齢者の見守り」27.4％「社会福祉活動」24.2％

などとなっている。 

年齢別では、20～40歳代では「地域のまつり」、50歳以上では「健康づくり」が最も多くあげられている。

40歳以上では「社会福祉活動」が次いで多くいずれも２割台となっている。20歳代では「防災・防犯活動」が

29.0％と他の年代に比べ特に多くなっている。 

就業形態別では、ほとんどの就業形態で「健康づくり」が最も多くあげられているが、事業主と学生では「地

域のまつり」である。 

問８ あなたが参加してみたいと思う市民活動があれば、次の中から２つまでお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図５－３ 参加してみたい市民活動＞ 
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＜図５－４ 性別・年齢別・就業形態別＞ 
 

 

 

 

単位：％
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６ コミュニティ 
（１）地域コミュニティへの参加意向 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

【全体】 

自治会等の地域コミュニティへの参加意向については、「参加したくない」53.2％が「参加したい」43.6％を

9.6ポイント上回っている。 

 

【性別・年齢別・町名別】 

性別では、男女ともに「参加したくない」が「参加したい」を上回る傾向は変わらないが、「参加したい」は

男性46.2％が女性41.2％を５ポイント上回る。 

年齢別では、60歳以上の高齢層で「参加したい」が「参加したくない」を上回る。その他の年代では「参加

したくない」が「参加したい」を上回るが、特に20歳代と40歳代で「参加したくない」が６割台と多くなっ

ている。 

町名別では、「参加したい」は梅園の51.5％が最も多く、次いで下清戸の50.0％で５割を超える。一方、下

宿と旭が丘ではそれぞれ33.3％、32.0％と３割台にとどまっている。 

 

問９ 自治会等の地域コミュニティに、あなたは参加したいと思いますか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図６－１ 地域コミュニティへの参加意向＞ 
 
 

参

加

し

た

い

参

加

し

た

く

な

い

無

回

答

全　体（601） 43.6 53.2 3.2

単位：％

（回答者数）



 

63 

＜図６－２ 性別・年齢別・町名別＞ 
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（１－１）参加したくない理由 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

問９で「参加したくない」とした人にその理由をきいたところ、「忙しく参加する時間がない」が 38.4％と

最も多く、次いで「会費や役員になることが負担である」18.8％、「必要性をあまり感じない」16.9％などが続

く。 

 

【性別・年齢別・町名別】 

性別では、男女ともに「忙しく参加する時間がない」が最も多くあげられ、次いで男性は「必要性をあまり

感じない」17.4％、女性は「会費や役員になることが負担である」22.5％と続いている。 

年齢別では、70 歳以上を除く全ての年代で「忙しく参加する時間がない」が最も多くあげられている。70

歳以上は「必要性をあまり感じない」30.2％が最も多い。 

町名別では、「必要性をあまり感じない」は元町32.1％と梅園28.6％でやや多くなっている。また、「近所と

の付き合いがわずらわしい」は竹丘の21.7％のみ２割を超える。 

 

ＳＱ１ 問９で「②参加したくない」とお答えの方にうかがいます。 
その理由を次の中からお答えください。 

   〔ｎ＝320 〕 

＜図６－３ 参加したくない理由＞ 
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＜図６－４ 性別・年齢別・町名別＞ 
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松　山( 32)

竹　丘( 46)

梅　園( 14)

（回答者数）

単位：％
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（２）円卓会議の必要性 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【全体】 

円卓会議の必要性については、「必要である」58.9％が「必要ない」36.3％を22.6ポイント上回る。 

 

【性別・年齢別・町名別】 

性別では、男女ともに「必要である」が「必要ない」を上回る傾向は変わらないが、「必要である」は男性

61.4％が女性57.2％を4.2ポイント上回る。 

年齢別では、いずれの年代でも「必要である」が「必要ない」を上回るが、30 歳代と50 歳代で「必要であ

る」がそれぞれ64.6％、63.6％と６割を超える。 

町名別では、いずれの地区でも「必要である」が「必要ない」を上回るか同数であるが、「必要である」は野

塩70.7％で特に多くなっており、元町、松山、竹丘でそれぞれ66.1％、66.0％、65.9％と６割を超える。 

問１０ 市では、地域にある課題を解決できるコミュニティとして学区域をひとつの地域と位置づけ地域

の皆さんが、同じテーブルについて話し合う組織として円卓会議を進めています。第六小学校区に続

き、第七小学校区で活動していますが、あなたのお住まいの地域でこの取り組みが必要と思いますか。

   〔ｎ＝601 〕 

＜図６－５ 円卓会議の必要性＞ 
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＜図６－６ 性別・年齢別・町名別＞ 
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1.6

3.2

4.8全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

上清戸( 30)

元　町( 56)

中清戸( 71)

下清戸( 30)

下　宿( 24)

旭が丘( 50)

中　里(109)

野　塩( 58)

松　山( 53)

竹　丘( 85)

梅　園( 33)

（回答者数）

単位：％
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（２－１）必要ないと思う理由 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【全体】 

問10 で「必要ない」とした人にその理由をきいたところ、「活動内容が分からない」が33.9％と最も多く、

次いで「活動に参加する時間がない」19.7％、「自治会がこの役割を果たしているため必要と感じない」17.9％

などが続く。 

 

【性別・年齢別・町名別】 

性別では、男女ともに「活動内容が分からない」が最も多くあげられ、次いで男性は「活動に参加する時間

がない」「興味が無い」ともに16.3％、女性は「活動に参加する時間がない」22.4％、「自治会がこの役割を果

たしているため必要と感じない」21.6％と続く。 

年齢別では、50歳代を除く全ての年代で「活動内容が分からない」が最も多くあげられている。50歳代は「自

治会がこの役割を果たしているため必要と感じない」36.4％が最も多い。 

町名別でみると、「活動内容が分からない」は竹丘の50.0％が最も多く、次いで野塩の46.2％、旭が丘の42.9％、

松山の41.2％などが続く。一方、「自治会がこの役割を果たしているため必要と感じない」は下清戸の30.8％

が最も多くなっており、梅園、中里、中清戸、下宿などで２割程度となっている。 

ＳＱ１ 問１０で「②必要ない」とお答えの方にうかがいます。その理由を次の中からお

答えください。 

   〔ｎ＝218 〕 

＜図６－７ 必要ないと思う理由＞ 
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＜図６－８ 性別・年齢別・町名別＞ 
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0.0

0.0

3.8

0.5

0.0

0.9

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.7

0.0

0.0

0.0

全　体(218)

男　性( 98)

女　性(116)

20歳～29歳( 30)

30歳～39歳( 33)

40歳～49歳( 38)

50歳～59歳( 33)

60歳～69歳( 44)

70歳以上( 39)

上清戸( 15)

元　町( 15)

中清戸( 26)

下清戸( 13)

下　宿( 10)

旭が丘( 21)

中　里( 50)

野　塩( 13)

松　山( 17)

竹　丘( 26)

梅　園( 12)

（回答者数）

単位：％
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７ 各種行政広報 
（１）各種行政広報の閲読度 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

各種行政広報の閲読度については、「全部読む」は「市報きよせ」の38.8％で最も多い。「全部読む」と「関

心のあるところだけ読む」を合わせた『随時読む』は「市報きよせ」79.2％、「きよせ市議会だより」60.7％で

多い。反対に「まったく読まない」は「Ｍｓ．(ミズ)スクエア」27.6％、「教育委員会だよりきよせ」26.6％で

多くなっている。 

 

（ア）「市報きよせ」 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別でみると、｢全部読む｣は女性47.2％が男性29.2％を18ポイント上回っている。同様に『随時読む』に

ついても、女性84.3％が男性73.2％を11.1ポイント上回る。 

年齢別でみると、｢全部読む｣は70歳以上が49.6％と最も多くなっている。『随時読む』は年齢が上がるほど

漸増する傾向になっている。一方、「まったく読まない」人は20歳代で多く、21.0％と２割を超える。 

就業形態別でみると、「全部読む」は家族従業が53.3％と最も多くなっている。『随時読む』は、家族従業と

主婦で多く、それぞれ93.3％、91.5％と９割を超えている。 

問１１ 市では、「市報きよせ」、女性広報誌「Ｍｓ．(ミズ)スクエア」、「きよせ市議会だより」、「教育委員

会だよりきよせ」を、戸別配布で皆さんのご家庭にお届けしていますが、あなたはどの程度お読み

になっていますか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図７－１ 各種行政広報の閲読度＞ 
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居住年数別でみると、「全部読む」は 20 年以上が 43.0％と最も多い。同様に『随時読む』についても、20

年以上が82.2％と最も多くなっている。いずれの居住年数についても、『随時読む』は７割を超える。 

 
＜図７－２ 「市報きよせ」の閲読度 性別・年齢別・就業形態別・居住年数別＞ 
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事業主( 35)
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家族従業( 15)
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無　職(109)
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学　生( 12)
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『随時読む』
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（イ）女性広報誌「Ｍｓ．(ミズ)スクエア」 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別でみると、｢全部読む｣は、、女性19.5％、男性5.8％となっており、女性が13.7ポイント上回っている。

また、『随時読む』も男性27.8％に対し、女性61.3％と２倍以上の差がある。 

年齢別でみると、｢全部読む｣は50歳代が16.2％と最も多くなっている。一方、｢まったく読まない｣は20歳

代が58.1％と過半数を超える。 

就業形態別でみると、『随時読む』は主婦が66.2％と最も数値が高くなっている。 

 

＜図７－３ 「Ｍｓ．(ミズ)スクエア」の閲読度 性別・年齢別・就業形態別＞ 

全

部

読

む

関

心

の

あ

る

と

こ

ろ

だ

け

読

む

た

ま

に

目

を

通

す

ま
っ

た

く

読

ま

な

い

無

回

答

46.0

27.8

61.3

21.0

37.5

44.1

50.5

51.6

58.5

37.2

35.8

53.3

50.0

49.5

66.2

16.6

性

別

年

齢

別

就

業

形

態

別

13.1

5.8

19.5

9.7

8.3

12.9

16.2

15.9

13.8

2.9

11.8

13.3

20.0

10.1

20.4

8.3

32.9

22.0

11.3

29.2

31.2

34.3

40.0

30.0

39.4

45.8

22.1

20.2

23.9

17.7

29.2

18.3

26.3

21.4

18.7

20.0

24.8

26.7

20.0

15.6

23.2

37.1

8.3

34.3

24.0

35.7

44.7

41.8

0.0

27.6

45.8

12.3

58.1

31.3

35.5

23.2

21.4

37.0

20.0

30.0

22.9

8.5

83.3

13.0

11.9

2.1

0.0

0.0

0.0

2.3

5.7

5.6

0.0

2.2

2.1

3.2

2.5

6.1

4.2

9.8

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

事業主( 35)

勤　め(262)

家族従業( 15)

その他( 20)

無　職(109)

主　婦(142)

学　生( 12)

（回答者数）

単位：％

『随時読む』

『随時読む』
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（ウ）「きよせ市議会だより」 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別では、特に大きな差はみられない。 

年齢別でみると、｢全部読む｣は70歳以上が27.6％と、他の年代に比べ特に多い。『随時読む』も70歳以上

が76.4％と最も多くなっており、次いで60歳代67.5％、40歳代62.4％などの順である。なお、20歳代は｢ま

ったく読まない｣が27.4％と最も多くなっている。 

就業形態別でみると、『随時読む』は家族従業73.3％、主婦72.6％、無職70.6％などで多くなっている。一

方、勤めは『随時読む』が50.4％であり、学生を除き他の就業形態より低くなっている。 

 

＜図７－４ 「きよせ市議会だより」の閲読度 性別・年齢別・就業形態別＞ 
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事業主( 35)

勤　め(262)

家族従業( 15)

その他( 20)

無　職(109)

主　婦(142)

学　生( 12)

（回答者数）

単位：％

『随時読む』

『随時読む』
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（エ）「教育委員会だよりきよせ」 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別でみると、｢全部読む｣は、、女性11.3％、男性8.7％となっており、女性が2.6ポイント上回る。同様に

『随時読む』も女性46.8％、男性39.4％と女性が7.4ポイント上回る。 

年齢別でみると、｢全部読む｣は70歳以上が15.4％と他の年代と比べ多くなっている。なお、｢まったく読ま

ない｣は20歳代50.0％が最も多い。 

就業形態別でみると、『随時読む』は家族従業53.4％、主婦52.1％などで多くなっている。 

 

＜図７－５ 「教育委員会だよりきよせ」の閲読度 性別・年齢別・就業形態別＞ 
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43.0

39.4

46.8

22.6

41.7
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21.1
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75.0

13.8

4.6

4.9

6.7

0.0
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3.2
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3.6
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7.3

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

事業主( 35)

勤　め(262)

家族従業( 15)

その他( 20)

無　職(109)

主　婦(142)

学　生( 12)

（回答者数）

単位：％
『随時読む』

『随時読む』
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（２）各種行政広報の情報量について 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【全体】 

各種行政広報の情報量については、「現状のままでよい」が最も多く76.2％である。 

 

 

問１２ 「市報きよせ」をはじめとする行政広報に掲載する情報量について、あなたはどのように思いま

すか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図７－６ 各種行政広報の情報量について＞ 
 
 

も
っ

と

増

や

す

べ

き

で

あ

る

現

状

の

ま

ま

で

よ

い

も
っ

と

減

ら

す

べ

き

で

あ

る

無

回

答

平成23年（601） 17.5 76.2 2.5 3.8

単位：％

（回答者数）
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８ インターネット環境と電子行政 
（１）清瀬市ホームページ閲覧の頻度 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

清瀬市ホームページ閲覧の頻度は、「よく見ている」が5.7％で、「たまに見る」が30.1％となっており、両

者を合わせた『見ている』は35.8％となっている。一方、｢見たことがない｣は23.5％となっている。 

今回調査より「インターネットがないので見ない」という項目が新たに追加され、20.6％となっているが、

「見たことがない」23.5％と合わせた『見ていない』は44.1％と、前々回調査（平成17年）・前回調査（平成

20年）の「見たことがない」と比較すると、回を重ねるごとに減少している。 

 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別では、特に大きな差異はみられない。 

年齢別でみると、『見ている』人は 20 歳代で最も多く 54.8％となっている。他方、｢見たことがない｣は 60

歳代で32.5％と他の年代に比べ高くなっている。 

就業形態別でみると、『見ている』人は学生が最も多く 58.3％となっており、｢見たことがない｣は家族従業

で多く、46.7％となっている。 

 

問１３ 市では、清瀬市ホームページを開設していますが、あなたは、このホームページをご覧になった

ことがありますか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図８－１ 清瀬市ホームページ閲覧の頻度＞ 
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答

平成23年（601） 35.8

平成20年（661） 22.1

平成17年（684） 22.9

30.1

19.4 23.6

16.1

20.6

8.3

5.1

5.7

2.7

3.2 19.7

17.8

55.8

46.0

23.5 2.3

単位：％

（回答者数） 『見ている』

『見ている』

「インターネットがないので見ない」は今回調査からの項目。
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＜図８－２ 性別・年齢別・就業形態別＞ 
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2.3全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

事業主( 35)

勤　め(262)

家族従業( 15)

その他( 20)

無　職(109)

主　婦(142)

学　生( 12)

（回答者数）

単位：％
『見ている』

『見ている』
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（１－１）清瀬市ホームページの印象 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

清瀬市のホームページの印象は、｢知りたい情報に素早くたどり着けて便利だ｣が38.6％と最も多くなってい

る。｢知りたい情報になかなかたどり着けない｣は 20.5％、「他の公共機関や地域の情報も得られ便利だ」は

20.0％、「作り方が単純でおもしろみがない」は10.7％となっている。 

前回調査（平成20年）と比較すると｢知りたい情報に素早くたどり着けて便利だ｣は前回調査より13.3ポイ

ント増加している。 

 

 

 

ＳＱ１ 問１３で「①よく見ている」、「②たまに見る」とお答えの方にうかがいます。 
市のホームページの印象はいかがですか。 

   〔ｎ＝215 〕 

＜図８－３ 清瀬市ホームページの印象＞ 
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回

答

平成23年（215）

平成20年（146）

38.6

25.3

20.5

22.625.3

20.0

3.4

1.4

14.4

10.7

6.2

4.2 4.7

2.7

単位：％

（回答者数）
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（１－２）清瀬市ホームページで知りたい情報 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

清瀬市ホームページで知りたい情報としては、｢医療、福祉｣が 45.6％と最も多くなっている。次いで｢行政

手続き｣が26.5％、「まつりやイベント」が20.5％と続いている。 

前回調査（平成20 年）と比較すると、「子育て」と「防災、防犯」でそれぞれ７ポイント、6.3 ポイント増

加している。一方、｢医療、福祉｣と｢行政手続き｣はそれぞれ4.4ポイント、5.7ポイント減少している。 

 

 

 

ＳＱ２ 問１３で「①よく見ている」、「②たまに見る」とお答えの方にうかがいます。 
あなたはホームページでどのような情報を知りたいですか。次の中から２つまでお答えください。 

   〔ｎ＝215 〕 

＜図８－４ 清瀬市ホームページで知りたい情報＞ 
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（２）「インターネットきよせ」の認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

「インターネットきよせ」の認知状況については、｢利用したことがある｣が9.3％であり、｢知っているが利

用したことはない｣の36.4％と合わせると、『知っている』人は45.7％になる。他方、｢知らなかった｣は50.6％

となっている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、「利用したことがある」は3.6ポイント増加、『知っている』について

も8.8ポイント増加しており、認知度は向上している。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、｢知らなかった｣は男性52.7％、女性48.7％となっており、男性が４ポイント上回っている。 

年齢別でみると、『知っている』人は40歳代が51.7％、30歳代が51.0％、50歳代が49.5％と多くなってい

る。一方、「知らなかった」は20歳代が56.5％と他の年代よりも多くなっている。 

 

 

問１４ 市では、市民の皆さんにご利用いただけるよう各公共施設に、市や他市などのホームページが閲

覧できる「インターネットきよせ」端末を設置していますが、ご存じでしたか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図８－５ 「インターネットきよせ」の認知状況＞ 
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平成23年（601） 45.7

平成20年（661） 36.9
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8.3

3.7

単位：％

（回答者数）

『知っている』

『知っている』
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＜図８－６ 性別・年齢別＞ 
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40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)
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（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（３）電子申請サービスの認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

電子申請サービスの認知状況については、｢利用したことがある｣が6.0％である。｢知っているが利用したこ

とはない｣の48.8％と合わせた『知っている』人は54.8％であり、５割を超える。一方、｢知らなかった｣は41.9％

となっている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、｢利用したことがある｣は2.7ポイント増えているものの、『知ってい

る』は前回調査（平成20年）54.0％、今回調査54.8％とほとんど変わらない。 

 

 

【性別・年齢別】 

性別では、特に大きな差異はみられない。 

年齢別でみると、20歳代で｢知らなかった｣が50.0％と他の年代に比べ多くなっている。 

 

問１５ 市では、住民票の写しや税務の諸証明などの交付申請をインターネットからできる電子申請サー

ビスを実施していますが、ご存知でしたか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図８－７ 電子申請サービスの認知状況＞ 
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＜図８－８ 性別・年齢別＞ 

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

知
っ

て

い

る

が

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答

54.8

54.5

55.7

46.8

58.3

62.3

54.6

53.1

52.0

性

別

年

齢

別

6.0

5.8

6.3

6.5

7.3

7.5

8.1

6.3

48.8

48.7

40.3

51.0

54.8

46.5

41.9

42.6

40.9

50.0

41.7

37.6

42.4

44.4

38.2

1.6

46.8

50.4

49.4

3.3

2.9

3.5

3.2

0.0

0.0

3.0

2.4

9.8

全　体(601)
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20歳～29歳( 62)
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40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)
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70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（３－１）受け取り可能時間の認知状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

電子申請を利用したことのある人の受け取り可能時間の認知状況については、｢利用したことがある｣が

25.0％であり、「知っているが利用したことはない」の25.0％と合わせた『知っている』は50.0％になる。 

前回調査（平成20年）と比較すると、｢利用したことがある｣が15.9ポイント、『知っている』が9.1ポイン

ト、いずれも減少している。 

 

 

ＳＱ１ 問１５で「①利用したことがある」とお答えの方にうかがいます。 
    電子申請ができる手続きのうち、住民票の写しや税務の諸証明の交付申請等の一部のものは、各

公共施設で午後９時までの受け取りが可能なことをご存知でしたか。 
   〔ｎ＝36 〕 

＜図８－９ 受け取り可能時間の認知状況＞ 
 
 

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

知
っ

て

い

る

が

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答

平成23年（36） 50.0
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単位：％

（回答者数）

『知っている』

『知っている』



 

85 

（３－２）電子申請サービスを利用しない理由 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

電子申請を利用したことのない人に、利用しない理由をたずねたところ、「特に電子申請をする必要がなかっ

た」47.1％、「利用する機会がなかった」42.7％などである。 

 

ＳＱ２ 問１５で「②知っているが利用したことはない」とお答えした方に伺います。 
その理由をお聞かせください。 

   〔ｎ＝293 〕 

＜図８－１０ 電子申請サービスを利用しない理由＞ 
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全　体（293）

3.1 3.8

47.1 42.7 3.4

単位：％

（回答者数）
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９ 緑の保全・育成 
（１）緑の保全・育成の考え方 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

緑の保全や維持管理についての考え方については、｢市民や事業所などが参加できる自然学習体験の場として、

雑木林を活用するべきだ｣37.6％、｢雑木林の維持管理をしていくための基金の積立・活用や市民ボランティア

の制度を推進するべきだ｣37.4％などで多くなっている。次いで｢住環境には、豊かなみどりが必要だから維持

管理にはお金がかかってもよい｣が31.3％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、上位にある項目の傾向は変わらないが、｢住環境には、豊かなみどり

が必要だから維持管理にはお金がかかってもよい｣が4.2ポイント増加している。 

 

【性別・年齢別・町名別】 

性別でみると、｢公有地化を進めるべきだ｣が、男性28.9％が女性20.4％を8.5ポイント上回っている。反対

に、｢雑木林の維持管理をしていくための基金の積立・活用や市民ボランティアの制度を推進するべきだ｣は、

女性39.6％、男性35.4％、｢市民や事業所などが参加できる自然学習体験の場として、雑木林を活用するべき

だ｣は、女性39.0％、男性36.1％と、女性がそれぞれ4.2ポイント、2.9ポイント上回る。  

年齢別でみると、｢雑木林の維持管理をしていくための基金の積立・活用や市民ボランティアの制度を推進す

るべきだ｣は 50 歳代で48.5％、｢市民や事業所などが参加できる自然学習体験の場として、雑木林を活用する

べきだ｣は30歳代で52.1％と他の年代より多くなっている。 

問１６ あなたは、みどりの保全や維持管理などについて、どのようにお考えですか。 
次の中から２つまでお答えください。 

   〔ｎ＝601 〕 

＜図９－１ 緑の保全・育成の考え方 経年変化＞ 
 
 

市民や事業所などが参加できる自然学習体験の場
として、雑木林を活用するべきだ

雑木林の維持管理をしていくための基金の積立・活
用や市民ボランティアの制度を推進するべきだ

住環境には、豊かなみどりが必要だから維持管理に
はお金がかかってもよい

公有地化を進めるべきだ

公有地化した緑地は、散策路だけ歩けるように整備
して管理するだけでよい

個人所有の雑木林は、維持管理費を支払っても保
全していくべきだ

緑の保全や維持管理については、人為的なことはし
なくてもよい

その他

無回答

37.6

37.4

31.3

24.1

22.6

16.8

6.3

2.2

4.3

36

36.8

27.1

24.7

23.4

16.5

11.2

2

3.9
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平成23年(601)

平成20年(661)

％

「緑の保全や維持管理については、人為的なことはしなくてもよい」は
平成20年調査では「自然にしておけばみどりは残るので、人為的なことはしなくてもよい」

36.0 

2.0
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町名別でみると、｢雑木林の維持管理をしていくための基金の積立・活用や市民ボランティアの制度を推進す

るべきだ｣は野塩が46.6％で最も多い。また、｢市民や事業所などが参加できる自然学習体験の場として、雑木

林を活用するべきだ｣は下宿が50.0％で最も多い。 

＜図９－２ 性別・年齢別・町名別／上位６項目＞ 

 
単位：％

市民や事業所などが参加でき
る自然学習体験の場として、
雑木林を活用するべきだ

雑木林の維持管理をしていく
ための基金の積立・活用や市
民ボランティアの制度を推進
するべきだ

住環境には、豊かなみどりが
必要だから維持管理にはお金
がかかってもよい
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元　町( 56)

中清戸( 71)

下清戸( 30)
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旭が丘( 50)
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松　山( 53)

竹　丘( 85)

梅　園( 33)

公有地化を進めるべきだ 公有地化した緑地は、散策路
だけ歩けるように整備して管理
するだけでよい

個人所有の雑木林は、維持管
理費を支払っても保全してい
くべきだ

全　体(601)
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40歳～49歳( 93)
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年
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別

年
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別
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別
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37.6

36.1
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45.2

52.1

49.5

41.4

29.4

19.5

36.7

28.6

33.8

36.7

50.0
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39.7
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43.5

42.4
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33.9

41.7

36.6

48.5

36.5

28.5
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33.3

25.0

24.0

27.5

29.3

37.7

25.9

30.3
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24.1

28.9

20.4

22.6

12.5

25.8
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23.0

37.4
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33.3
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16.0
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16.8

18.1

15.4

11.3
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19.2
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18.7
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19.6

26.8

16.7

8.3

20.0

14.7

15.5

15.1

10.6

18.2
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（回答者数）
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１０ 公園管理 
（１）ミニ公園（児童公園）の考え方 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

ミニ公園（児童遊園）の考え方については、｢利用することがない｣が 40.3％と最も多く、次いで、「市が管

理すべきである」が31.8％、「身近な公園は今後も増やすべきだ」が30.3％「地域の公園として付加価値を高

める有効な活用をしたい」が27.3％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、「迷惑な施設なので公園はいらない」は9.3ポイントと大きく減少し

ている。 

 

【性別・年齢別・町名別】 

性別でみると、「使用されていない小さな公園は売却してでも、大きな公園や雑木林の購入に充てるべきだ」

や「地域の公園として付加価値を高める有効な活用をしたい」で、男性が女性をそれぞれ5.6ポイント、４ポ

イント上回っている。  

年齢別でみると、「身近な公園は今後も増やすべきだ」は 20 歳代が 40.3％、｢市が管理すべきである｣は 30

歳代が37.5％、「地域の公園として付加価値を高める有効な活用をしたい」は50歳代が35.4％と他の年代に比

べ多くなっている。 

町名別でみると、｢利用することがない｣は松山 54.7％、「地域の公園として付加価値を高める有効な活用を

したい」は上清戸40.0％で他の地域に比べ突出して多く、「身近な公園は今後も増やすべきだ」は野塩41.4％、

梅園39.4％などで多くなっている。 

問１７ 清瀬市立の公園等は、中央公園などの都市公園をはじめとして、約 100 か所地域に設置されてい

ますが、お近くのミニ公園（児童遊園）についてどのようにお考えですか。次の中から２つまでお

答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１０－１ 公園管理の考え方 経年変化＞ 
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＜図１０－２ 性別・年齢別・町名別／上位６項目＞ 
 単位：％

利用することがない 市が管理すべきである 身近な公園は今後も増やす
べきだ
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１１ 防災 
（１）市が重点を置くべき防災対策の内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

防災対策で市が特に重点を置いて進めるべき内容としては、｢避難場所の標識や案内図(防災マップ)を充実さ

せる｣が36.9％で最も高く、次いで｢食料や飲料水、毛布などの備蓄品を充実させる｣が33.9％、｢災害時の情報

連絡体制を充実させる｣が33.4％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、｢災害時の情報連絡体制を充実させる｣が5.6ポイント、｢避難場所の

標識や案内図(防災マップ)を充実させる｣が３ポイント増加している。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、｢災害時の情報連絡体制を充実させる｣が女性36.8％、男性29.6％となっており、女性が7.2

ポイント上回っている。 

年齢別でみると、｢子どもや高齢者、障害者などの要援護者に対する施策を充実させる｣は70歳以上が30.9％

と他の年代に比べ多くなっている。｢食料や飲料水、毛布などの備蓄品を充実させる｣は、20～30歳代で４割を

超える。 

 

問１８ 東日本大震災をふまえ、防災対策の中で、市が特に重点を置いて進めるべきだと思うものを、次

の中から２つまでお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１１－１ 市が重点を置くべき防災対策の内容 経年比較＞ 
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公共施設の耐震化を促進する
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＜図１１－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

単位：％
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（２）震災時の行政からの連絡方法 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

震災時の行政からの連絡方法については、「防災行政無線」が 63.1％と最も多く、次いで「携帯サイト」が

29.5％、「チラシの配布」が25.3％、「広報掲示板に掲載」が21.6％、「ホームページ」20.1％と続いている。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、「防災行政無線」が男性66.4％、女性60.4％となっており、男性が６ポイント上回る。反対に「携

帯サイト」は女性32.1％、男性27.1％となっており、女性が５ポイント上回っている。 

年齢別でみると、いずれの年代も「防災行政無線」を最も多くあげている。「携帯サイト」の30歳代39.6％、

「チラシの配布」の20 歳代 37.1％などが、他の年代に比べ多くなっている。なお、上位の項目には入ってい

ないが、「ツイッター」は20歳代と40歳代のみ１割を超えている。 

 

 

問１９ 東日本大震災をふまえ、行政からの連絡方法として震災時に特に重要と考える方法を次の中から

２つまでお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１１－３ 震災時の行政からの連絡方法＞ 
 
 

63.1

29.5

25.3

21.6

20.1

15.1

5.5

5.3

3.7
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防災行政無線

携帯サイト

チラシの配布

広報掲示板に掲載

ホームページ

電話による案内

ツイッター

メールマガジン

無回答

％

（回答者数＝601）
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＜図１１－４ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

　防災行政無線 　携帯サイト 　チラシの配布

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

　広報掲示板に掲載 　ホームページ 　電話による案内

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)
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１２ ごみの減量とリサイクルの推進 
（１）市が重点を置くべきごみの減量対策の内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

ごみの減量対策で市が特に重点をおいて進めるべき内容は、｢商品の製造段階からごみ処理に対する配慮をす

るよう、行政指導の徹底を国等に働きかける｣が50.4％で最も高く、次いで｢ノーレジ袋・マイバッグ推進運動

を継続・強化する｣が46.3％、「戸別にごみを出すことにより、市民の意識改革にもつながるので、集合住宅を

除き、戸別収集を実施する」が、23.3％、「ごみ減量のより一層の協力要請を行うため、啓発活動を強化する」

が21.0％、「資源物も含め分別の品目を増やし収集する」が19.0％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、「戸別にごみを出すことにより、市民の意識改革にもつながるので、

集合住宅を除き、戸別収集を実施する」が6.1ポイント増加している。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、「ごみ減量のより一層の協力要請を行うため、啓発活動を強化する」が男性26.4％、女性15.7％

となっており、男性が10.7ポイント上回る。反対に、「商品の製造段階からごみ処理に対する配慮をするよう、

行政指導の徹底を国等に働きかける」は女性55.0％、男性45.5％、「ノーレジ袋・マイバック及び３Ｒ推進運

動を継続・強化する」で女性50.0％、男性41.2％となっており、女性が男性をそれぞれ9.5ポイント、8.8ポ

イント上回る。 

問２０ 市では、ごみの減量とリサイクルの推進を目的に、指定袋制（有料）を導入し、市民のみなさん

のご協力で、ごみの減量に一定の効果が現れています。   ごみ問題は最終処分場の延命化、資源循

環型社会を目指し、今後も取り組まなければならない課題です。 
    ごみの減量対策として、市が特に重点をおいて進めるべきだと思うものを、次の中から２つまで

お答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１２－１ 市が重点を置くべきごみの減量対策の内容 経年比較＞ 
 
 

商品の製造段階からごみ処理に対する配慮をするよ
う、行政指導の徹底を国等に働きかける

ノーレジ袋・マイバック及び３Ｒ推進運動を継続・強化
する

戸別にごみを出すことにより、市民の意識改革にもつ
ながるので、集合住宅を除き、戸別収集を実施する

ごみ減量のより一層の協力要請を行うため、啓発活
動を強化する

資源物も含め分別の品目を増やし収集する

生ごみのたい肥化など、自家処理を促進する

その他

無回答

50.4

46.3

23.3

21.0

19.0

17.1

4.2

3.5

57.0

45.7

17.2

20.4

16.2

20.9

4.2

3.9

0 10 20 30 40 50 60

平成23年(601)

平成20年(661)

％
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年齢別でみると、「商品の製造段階からごみ処理に対する配慮をするよう、行政指導の徹底を国等に働きかけ

る」は40～60歳代で５割以上と最も多くあげており、「ノーレジ袋・マイバック及び３Ｒ推進運動を継続・強

化する」は20～30歳代と70歳以上で最も多くあげている。「生ごみのたい肥化など、自家処理を促進する」は

30歳代の28.1％で他の年代に比べ多くなっている。 

 

＜図１２－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

商品の製造段階からごみ処理
に対する配慮をするよう、行政
指導の徹底を国等に働きかけ
る

ノーレジ袋・マイバック及び３Ｒ
推進運動を継続・強化する

戸別にごみを出すことにより、
市民の意識改革にもつながる
ので、集合住宅を除き、戸別
収集を実施する

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

ごみ減量のより一層の協力要
請を行うため、啓発活動を強
化する

資源物も含め分別の品目を増
やし収集する

生ごみのたい肥化など、自家
処理を促進する

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

年
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性
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（回答者数）
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１３ 消費者行政 
（１）市が重点を置くべき消費者保護対策の内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

消費者保護対策で市が特に重点をおいて取り組むべき内容としては、｢消費者被害の救済・未然防止のための

消費者相談を充実させる｣が46.4％で最も多く、次いで｢高齢者の消費者被害防止対策を充実させる｣が43.3％、

｢不用品交換制度などの生活用品再利用を促進させる｣が32.2％となっている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、上位3項目に変化はみられないが、第2位の「高齢者の消費者被害防

止対策を充実させる」が5.3ポイント増加している。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、「消費者被害の救済・未然防止のための消費者相談を充実させる」は男性51.3％、女性42.1％

と男性が 9.2 ポイント上回っている。反対に、｢不用品交換制度などの生活用品再利用を促進させる｣は女性

35.8％、男性28.5％となっており、女性が7.3ポイント上回っている。 

年齢別でみると、｢消費者被害の救済・未然防止のための消費者相談を充実させる｣は20歳代と40～50歳代

で５割以上と高い数値を示しており、50歳代が54.5％と最も多い。｢高齢者の消費者被害防止対策を充実させ

る｣は70歳以上の50.4％で最も多く、20歳代を除くすべての年代で４割を超えている。 

 

問２１ 市民の消費生活の安定のために消費者保護の充実が求められていますが、あなたは消費者保護対

策のうち、市が特に重点をおいて取り組むべきと思われるものを、次の中から２つまでお答えくだ

さい。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１３－１ 市が重点を置くべき消費者保護対策の内容 経年比較＞ 
 
 

消費者被害の救済・未然防止のための消費者相談を
充実させる

高齢者の消費者被害防止対策を充実させる

不用品交換制度などの生活用品再利用を促進させる

消費生活情報誌を充実させる

講座・講習会などの消費者教育を充実させる

消費生活モニターなどによる消費者ニーズを把握する

消費者団体などの組織化と育成を図る

その他

無回答
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％
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＜図１３－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

消費者被害の救済・未然防止
のための消費者相談を充実さ
せる

高齢者の消費者被害防止対
策を充実させる

不用品交換制度などの生活
用品再利用を促進させる

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

消費生活情報誌を充実させる 講座・講習会などの消費者教
育を充実させる

消費生活モニターなどによる
消費者ニーズを把握する

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)
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１４ 高齢者福祉 
（１）力を入れて欲しい高齢福祉サービスの内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

高齢福祉サービスで力を入れて欲しい施策内容としては、｢ホームヘルパーやデイサービスなど介護保険居宅

サービスを充実させる｣が44.3％と最も高く、次いで｢特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設

サービスを充実させる｣が41.8％、｢高齢者の健康づくり･介護予防施策を充実させる｣が32.8％、「高齢者に関

する総合相談窓口として「地域包括支援センター」を充実させる」32.3％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、上位３項目はいずれも７～９ポイント減少しており、今回調査から新

たに追加された「高齢者に関する総合相談窓口として「地域包括支援センター」を充実させる」に移行したも

のと考えられる。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、｢高齢者の健康づくり･介護予防施策を充実させる｣が男性39.0％、女性27.4％となっており、

男性が11.6ポイント上回っている。一方、｢特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保険施設サービス

を充実させる｣は女性45.9％、男性36.5％となっており、女性が9.4ポイント上回っている。 

年齢別でみると、｢ホームヘルパーやデイサービスなど介護保険居宅サービスを充実させる｣は、30 歳代の

52.1％、40 歳代の 51.6％で多くなっている。一方、｢高齢者の健康づくり･介護予防施策を充実させる｣は 60

問２２ 介護保険をはじめ高齢福祉サービスの充実が求められています。 
市に力を入れて欲しい施策を、次の中から２つまでお答えください。 

   〔ｎ＝601 〕 

＜図１４－１ 力を入れて欲しい高齢福祉サービスの内容 経年比較＞ 
 
 

ホームヘルパーやデイサービスなど介護保険居宅
サービスを充実させる

特別養護老人ホームや老人保健施設などの介護保
険施設サービスを充実させる

高齢者の健康づくり・介護予防施策を充実させる

高齢者に関する総合相談窓口として「地域包括支
援センター」を充実させる

認知症高齢者への対策を推進する

各種手当・敬老金などの限られた人への金銭給付
的事業を充実させる

わからない

その他

無回答
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「高齢者に関する総合相談窓口として「地域包括支援センター」を充実させる」は今回調査からの項目
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歳代の 37.3％が最も多い。また、「高齢者に関する総合相談窓口として「地域包括支援センター」を充実させ

る」は50歳以上でいずれも３割台と多くなっている。 

 

＜図１４－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

ホームヘルパーやデイサービ
スなど介護保険居宅サービス
を充実させる

特別養護老人ホームや老人
保健施設などの介護保険施
設サービスを充実させる

高齢者の健康づくり・介護予
防施策を充実させる

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

高齢者に関する総合相談窓
口として「地域包括支援セン
ター」を充実させる

認知症高齢者への対策を推
進する

各種手当・敬老金などの限ら
れた人への金銭給付的事業
を充実させる

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)
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１５ 障害者福祉 
（１）障害者福祉施策を進める上で力を入れて欲しいこと 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

障害者福祉施策を進めていく上で力を入れて欲しいことは、｢障害者が安心して働けるしくみを充実させる｣

が 41.3％と最も高く、次いで、｢病気や旅行などで家族が介護ができないときに、一時利用ができる施設を充

実させる｣が39.9％、｢障害者に関する相談や手続きを行う窓口を充実させる｣が34.9％、「ホームヘルパーの派

遣などの在宅福祉サービスを充実させる」が33.6％となっている。  

前回調査（平成20年）と比較すると上位3項目の順位に変化みられないが、｢病気や旅行などで家族が介護

ができないときに、一時利用ができる施設を充実させる｣が8.3ポイント増加している。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、｢障害者が安心して働けるしくみを充実させる｣が男性45.1％、女性38.4％となっており、男

性が6.7ポイント上回っている。一方、「病気や旅行などで家族が介護ができないときに、一時利用ができる施

設を充実させる」は女性42.5％、男性36.8％となっており、女性が5.7ポイント上回っている。 

年齢別でみると、｢障害者が安心して働けるしくみを充実させる｣は20歳代の53.2％が最も多く、70歳以上

を除く他の年代でも４割台と多くなっている。一方、「病気や旅行などで家族が介護ができないときに、一時利

用ができる施設を充実させる」は、50歳以上の高年齢層で多くなっている。 

 

問２３ 市では、障害者福祉センターの整備や福祉のまちづくりなどに取り組んできましたが、障害者福

祉施策を進めていく上で、今後も力を入れて欲しいものは何だとお考えですか。次の中から２つま

でお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１５－１ 障害者福祉施策を進める上で力を入れて欲しいこと 経年比較＞ 
 
 

障害者が安心して働けるしくみを充実させる

病気や旅行などで家族が介護できないときに、一時
利用ができる施設を充実させる

障害に関する相談や手続きを行う窓口を充実させる

ホームヘルパーの派遣などの在宅福祉サービスを
充実させる

障害（者）について市民の理解が深まるよう啓発する

障害者に配慮された災害時避難所を整備する

その他

無回答

41.3

39.9

34.9

33.6

19.0

16.6

1.3

3.2

41.3

31.6

34.9

31.6

1.5

4.7

0 10 20 30 40 50

平成23年(601)

平成20年(661)

％

平成20年調査では「民間福祉施設を充実させる」20.0％、
「障害者と健常者の相互理解を進めるための交流事業を実施する」18.5％の項目がある
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＜図１５－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

障害者が安心して働けるしく
みを充実させる

病気や旅行などで家族が介
護できないときに、一時利用
ができる施設を充実させる

障害に関する相談や手続きを
行う窓口を充実させる

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

ホームヘルパーの派遣などの
在宅福祉サービスを充実させ
る

障害（者）について市民の理
解が深まるよう啓発する

障害者に配慮された災害時
避難所を整備する
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男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)
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60歳～69歳(126)

70歳以上(123)
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１６ 子育て支援 
（１）子育ては楽しいと思えるまちにするために必要な施策 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

子育ては楽しいと思えるまちにするために必要な施策としては、｢子どもの安全が確保され安心して子育てが

できる地域づくりをすすめる｣が38.8％と最も高く、次いで｢子育てによる経済的な負担を軽くするための施策

を図る｣が26.6％、｢雑木林や川遊びなど、自然の移ろいを感じながら子育てする環境を整備する｣が25.6％と

続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、項目の順位に変化はみられないが、｢子育てによる経済的な負担を軽

くするための施策を図る｣は6.5ポイント減少している。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、｢子育てによる経済的な負担を軽くするための施策を図る｣は男性32.5％、女性22.0％となっ

ており、男性が10.5ポイント上回っている。一方、｢子どもと家庭に関するさまざまな相談・問題解決のため

の体制を強化する｣は女性19.8％、男性13.0％となっており、女性が6.8ポイント上回っている。 

年齢別でみると、｢子どもの安全が確保され安心して子育てができる地域づくりをすすめる｣は 70 歳以上が

45.5％と最も多くなっている。一方、｢子育てによる経済的な負担を軽くするための施策を図る｣は 30 歳代の

40.6％を筆頭に年齢が高くなるにつれて減少傾向にある。 

問２４ 子育てって楽しいな！と思えるまちにしていくためにはどのような施策が必要だと思いますか。

次の中から２つまでお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１６－１ 子育ては楽しいと思えるまちにするために必要な施策 経年比較＞ 
 
 子どもの安全が確保され安心して子育てができる地

域づくりをすすめる

子育てによる経済的な負担を軽くするための施策を
図る

雑木林や川遊びなど、自然の移ろいを感じながら子
育てする環境を整備する

乳児の保育・延長保育などの保育サービスを充実さ
せる

児童遊園や児童館など子どもがのびのびと遊ぶこと
のできる場を整備する

子どもと家庭に関するさまざまな相談・問題解決の
ための体制を強化する

子育て家庭への育児支援を充実する

地域（企業を含む）をあげて子育て家庭を支える仕
組みづくりと啓発活動を実施する

子育てしやすい住居など、ゆとりのある住居環境を
整備する

子育てサークル活動などへの支援を充実させる

その他

無回答
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6.5
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％
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＜図１６－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

子どもの安全が確保され安心
して子育てができる地域づくり
をすすめる

子育てによる経済的な負担を
軽くするための施策を図る

雑木林や川遊びなど、自然の
移ろいを感じながら子育てす
る環境を整備する

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

乳児の保育・延長保育などの
保育サービスを充実させる

児童遊園や児童館など子ども
がのびのびと遊ぶことのできる
場を整備する

子どもと家庭に関するさまざま
な相談・問題解決のための体
制を強化する
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男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)
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１７ 健康 
（１）力を入れて欲しい保健事業の内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

保健事業で力を入れて欲しい内容としては、｢健康診査を充実させる｣が 57.4％と最も多く、次いで｢各種が

ん検診を充実させる｣が40.3％、｢健康に関する情報を提供する｣が22.1％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、特に大きな差異はみられないが、｢健康診査を充実させる｣が4.6ポイ

ント減少している。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、｢各種がん検診を充実させる｣が男性44.8％、女性36.8％となっており、男性が８ポイント上

回っている。 

年齢別でみると、｢健康診査を充実させる｣はいずれの年代でも５割を超えて最も多くなっている。また、｢各

種がん検診を充実させる｣については、30歳代53.1％と40歳代54.8％とで５割を超え、他の年代に比べ多く

なっている。 

 

 

問２５ 市では、乳幼児から高齢者まで、市民の健康を守るために健康診査や健康大学の開催など様々な

保健事業を実施しています。健康事業を進めていく上で、力を入れてほしいものは何ですか。次の

中から２つまでお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１７－１ 力を入れて欲しい保健事業の内容 経年比較＞ 
 
 

健康診査を充実させる

各種がん検診を充実させる

健康に関する情報を提供する

健康に関する相談の機会を充実させる

妊婦・出産・育児に関する訪問や相談を充実させる

介護予防のための運動・食事教室などを充実させる

乳幼児健康診査を充実させる

各種講演会・健康教室を充実させる

自治会・自主グループなどの健康づくり活動を支援する

その他

無回答
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＜図１７－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

単位：％

健康診査を充実させる 各種がん検診を充実させる 健康に関する情報を提供する
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50歳～59歳( 99)
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70歳以上(123)

健康に関する相談の機会を充
実させる

妊婦・出産・育児に関する訪
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介護予防のための運動・食事
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１８ 生涯学習 
（１）学習をする上で市に望む内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

学習活動を行う上で市に望む内容としては、｢各種趣味の講座・教室の開催｣が36.8％と最も多く、次いで｢音

楽、美術、芸能、映画などの鑑賞機会の充実｣31.3％、「生涯学習施設の充実」28.6％などが続く。 

前回調査（平成20年）と比較すると、上位２項目である｢各種趣味の講座・教室の開催｣、｢音楽、美術、芸

能、映画などの鑑賞機会の充実｣はそれぞれ8.3ポイント、8.6ポイント減少しており、今回新たに追加された

項目である「生涯学習施設の充実」に移行したものと思われる。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、｢各種趣味の講座・教室の開催｣が女性39.9％、男性32.5％となっており、女性が7.4ポイント上

回る。反対に「職業的知識や技能の講座などの開催」は男性 20.9％、女性 15.1％となっており、男性が 5.8

ポイント上回る。 

年齢別でみると、｢各種趣味の講座・教室の開催｣は40歳代の48.4％で最も多く、50～60歳代においても４

割を超える。「生涯学習施設の充実」は50歳代34.3％と60歳代35.7％で他の年代に比べ多くなっている。 

 

問２６ あなたが生涯学習活動を行う上で、市にどのようなことを望みますか。 
次の中から２つまでお答えください。 

   〔ｎ＝601 〕 

＜図１８－１ 学習をする上で市に望む内容 経年比較＞ 
 
 

各種趣味の講座・教室の開催

音楽、美術、芸能、映画などの鑑賞機会の充実

生涯学習施設の充実

次世代を担う青少年向けの講座などの開催や活動の支援

職業的知識や技能の講座などの開催

文学や歴史に関する講座の開催

家庭教育など、子どもの教育に関する講座などの開催

経済、社会、時事の講座などの開催

音楽演奏、美術制作、文芸創作などの芸術活動の支援

その他

無回答
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％

「生涯学習施設の充実」は今回調査からの項目。
平成20年調査では「女性問題に関する講座などの開催」3.2％の項目がある
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＜図１８－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

各種趣味の講座・教室の開催 音楽、美術、芸能、映画など
の鑑賞機会の充実

生涯学習施設の充実
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10.8

7.1

8.7

14.6

0 20 40 60

（回答者数）
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（２）スポーツ活動を行う上で市に望むこと 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

スポーツ活動を行う上で市に望むこととしては、「スポーツ・レクリエーション施設の充実」が 70.9％と最

も多く、次いで「健康づくりや体力づくりを学ぶための教室の開催」が55.2％であり、上位2項目が他を大き

く引き離している。 

前回調査（平成20年）とは項目が異なるため単純に比較することはできないが、前回調査の項目である「レ

クリエーション環境の充実」48.9％と今回調査の「スポーツ・レクリエーション施設の充実」70.9％を同じ項

目と見なすと22ポイントの増加である。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、「スポーツ・レクリエーション施設の充実」は男性76.5％、女性66.0％となっており、男性が10.5

ポイント上回る。反対に「健康づくりや体力づくりを学ぶための教室の開催」は女性63.5％、男性46.2％とな

っており、女性が17.3ポイント上回る。 

年齢別でみると、いずれの年代も「スポーツ・レクリエーション施設の充実」を最も多くあげており、70歳

以上を除く年代で７割以上となっている。一方、「健康づくりや体力づくりを学ぶための教室の開催」は60歳

代の69.8％、50歳代の68.7％などで特に多い。 

 

問２７ あなたがスポーツ活動を行う上で、市にどのようなことを望みますか。 
次の中から２つまでお答えください。 

   〔ｎ＝601 〕 

＜図１８－３ スポーツ活動を行う上で市に望むこと 経年比較＞ 
 
 

スポーツ・レクリエーション施設の充実

健康づくりや体力づくりを学ぶための教室の開催

スポーツ大会などの競技会の充実

スポーツ団体の育成

スポーツ関係の講演会の開催

その他

無回答

70.9

55.2

17.3

13.5

6.5

3.8

7.2

52.0

13.3

17.4

8.2

4.7

8.3

0 20 40 60 80

平成23年(601)

平成20年(661)

％

「スポーツ・レクリエーション施設の充実」は今回調査からの項目。
平成20年調査では「レクリエーション環境の充実」48.9％、「体力テストの開催」22.2％の項目がある
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＜図１８－４ 性別・年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

スポーツ・レクリエーション施設
の充実

健康づくりや体力づくりを学ぶ
ための教室の開催

スポーツ大会などの競技会の
充実

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

スポーツ団体の育成 スポーツ関係の講演会の開催

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

年
齢
別

性
別

年
齢
別

性
別

70.9

76.5

66.0

71.0

78.1

76.3

80.8

70.6

52.8

0 20 40 60 80 100

55.2

46.2

63.5

48.4

34.4

52.7

68.7

69.8

52.0

0 20 40 60 80 100

17.3

22.0

12.9

37.1

24.0

15.1

11.1

15.1

11.4

0 20 40 60 80 100

13.5

16.6

10.7

16.1

24.0

15.1

16.2

10.3

3.3

0 20 40 60 80 100

6.5

6.9

6.0

8.1

6.3

6.5

4.0

5.6

8.9

0 20 40 60 80 100

（回答者数）
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（３）今後の図書館運営について市に望むこと 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

今後の図書館運営について望むこととしては、｢図書・資料・視聴覚資料の充実｣が56.7％と他の項目に比べ

突出して多い。 

前回調査（平成20年）とは項目が異なるため単純に比較することはできないが、｢図書・資料・視聴覚資料

の充実｣は前回調査（平成20年）31.3％から25.4ポイントと大幅に増加している。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、「携帯電話やホームページを活用できるなど、一層のＩＴ化の推進」が男性18.8％、女性8.5％と

なっており、男性が10.3ポイント上回っている。 

年齢別でみると、｢図書・資料・視聴覚資料の充実｣はいずれの年代でも最も多くあげられており、70歳以上

を除いて５割を超える。今回新たに追加された項目である「本についての相談・情報の提供」は、70歳以上の

11.4％で最も多くなっている。 

 

問２８ あなたは、今後の図書館運営について、市にどのようなことを望みますか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１８－５ 今後の図書館運営について市に望むこと 経年比較＞ 
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平成23年（601）

平成20年（661）

56.7

31.3

11.8

8.8

1.5

2.0

13.1

5.7

6.5

41.6

4.2

3.2

7.4

6.2

単位：％

（回答者数）

ゆっくり気軽に利用できる

スペースの確保

「本についての相談・情報の提供」は今回調査からの項目
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＜図１８－６ 性別・年齢別＞ 
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年
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年
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62.9

13.1

18.8

8.5

16.1

18.8

17.2

9.1

11.9

8.9

60.4

58.1

56.7

54.9

58.5

62.6

55.6

45.5

1.5

1.1

1.6

0.0

2.2

3.0

1.6

1.6

0.8

11.4

8.7

7.1

5.4

0.0

3.2

8.5

4.3

6.5 11.8

8.9

11.1

11.9

11.9
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14.6

12.9

12.1

4.1

4.2

3.2

5.0

1.6

5.2

3.2

5.1

4.8

6.2

5.8

6.0

1.6

1.0

1.1

1.0

7.1

19.5

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％



 

112 

１９ 市民サービス 
（１）市の各種窓口の利用 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【全体】 

この１年間の市の各種窓口の利用については、「ある」が84.2％、「ない」が14.6％となっている。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、特に大きな差異はみられない。 

年齢別でみると、40歳代の90.3％が最も多い。 

 
＜図１９－２ 性別・年齢別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２９ あなたは、この１年間に市役所、事務所、図書館、体育館、グラウンド、健康センター、市民セ

ンターなど、市の窓口を利用したことはありますか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１９－１ 市の各種窓口の利用＞ 
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回

答

全　体（601） 84.2 14.6 1.2

単位：％

（回答者数）
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回

答

性

別

年

齢

別

84.2

84.5

83.6

83.9

89.6

90.3

84.8

83.3

75.6

14.6

14.1

16.1

10.4

9.7

15.2

4.9

15.9

19.5

15.4 0.9

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

1.4

1.2全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％
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（１－１）市の窓口サービスの満足度 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【全体】 

市の窓口サービスへの満足度は、「満足している」18.4％、「ほぼ満足している」59.7％を合わせた『満足』

は78.1％と８割近い。一方、「あまり満足していない」14.6％と「満足していない」4.3％を合わせた『不満』

は18.9％となっている。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、特に大きな差異はみられない。 

年齢別でみると、「満足している」は70歳以上の30.1％で最も多くなっている。『満足』は70歳以上の89.2％、

60歳代の80.0％で８割、30歳代の76.8％、40歳代75.0％で７割を超えている。 

 

ＳＱ１ 問２９で「①ある」とお答えの方にうかがいます。あなたは、市の窓口サービス（接客態度や提

供内容、処理時間など）に満足していますか。 
   〔ｎ＝506 〕 

＜図１９－３ 市の窓口サービスの満足度＞ 
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＜図１９－４ 性別・年齢別＞ 
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男　性(234)

女　性(266)

20歳～29歳( 52)

30歳～39歳( 86)

40歳～49歳( 84)

50歳～59歳( 84)

60歳～69歳(105)

70歳以上( 93)

（回答者数）

単位：％
『満足』 『不満』

『満足』 『不満』
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（２）市の各種サービス・施策の認知度 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

市の各種サービス・施策の認知度については、「よく知っていて、利用している」は住民票等自動交付機25.0％

が最も多く、次いで市税のコンビニ収納19.8％、市民課土曜窓口10.6％などが続く。その他のサービス・施策

は、いずれも数％にとどまる。「ほとんど知らないし、利用する必要性も感じられない」はオンブズパーソン制

度43.3％とパブリックコメント44.8％で４割を超える。 

 

 

問３０ 市では、（ア）～（キ）のような施策を実施していますが、あなたはどのくらいご存知ですか。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図１９－５ 市の各種サービス・施策の認知度＞ 
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単位：％

（回答者数＝601）
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（ア）情報公開制度 

 

【性別・年齢別】 

性別では、「よく知っていて、利用している」と「知っているが、利用したことはない」を合わせた『知って

いる』は男性53.5％、女性52.5％となっており、男性が１ポイント上回る。 

 

年齢別でみると、『知っている』は20歳代の37.1％を除くすべての年代で５割を超える。 

 

＜図１９－６ 性別・年齢別＞ 
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0.0
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4.0
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0.0

0.0
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3.5

1.4

2.5

7.3

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（イ）オンブズパーソン制度 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、『知っている』は女性33.3％、男性30.7％にとどまっており、女性が2.6ポイント上回る。 

年齢別でみると、『知っている』は50歳代が39.4％、60歳代が38.1％、70歳代以上が34.1％と続いている。 

 

＜図１９－７ 性別・年齢別＞ 
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0.0

2.2

3.0

4.8

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（ウ）市長への手紙・ファクス・メール 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、『知っている』は女性78.9％、男性62.8％となっており、女性が16.1ポイント上回っている。 

年齢別でみると、『知っている』は40歳代が77.4％、50歳代が76.8％、30歳代が75.0％、70歳代以上が

72.4％と続いている。 

 

＜図１９－８ 性別・年齢別＞ 
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無

回

答

71.4

62.8

78.9

56.4

75.0

77.4

76.8

66.7

72.4

性

別

年

齢

別

5.2

4.3

5.3

4.8

9.4

4.3

5.1

4.0

4.1

66.2

58.5

51.6

65.6

73.1

71.7

9.8

13.7

6.3

17.7

11.5

9.7

11.1

7.9

5.7

62.7

68.3

73.6

16.5

21.7

11.9

25.8

13.5

12.9

10.1

22.2

15.4

3.2

2.0

0.0

0.0

0.0

2.8

1.8

2.3

6.5

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（エ）パブリックコメント 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、『知っている』については、大きな差違はみられない。。 

年齢別でみると、『知っている』は50歳代が34.3％、20歳代が32.2％と他の年代に比べ多くなっている。 

 

 

＜図１９－９ 性別・年齢別＞ 
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無

回

答

27.3

28.1

26.5

32.2

26.0

28.0

34.3

26.2

20.3

性

別

年

齢

別

26.3

27.4

30.6

26.0

26.9

32.3

22.5

23.8

21.7

25.8

30.2

31.2

20.2

20.6

12.2

0.0

1.6

2.0

1.1

0.0

1.6

1.3

0.7

1.0

24.6

20.3

25.2

44.8

45.1

44.3

41.9

43.8

38.7

41.4

47.6

51.2

5.6

4.0

2.2

0.0

0.0

7.5

2.9

5.5

16.3

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（オ）住民票等自動交付機 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、『知っている』については、大きな差違はみられない。。 

年齢別でみると、『知っている』は30歳代が87.5％、40歳代が87.1％、50歳代が86.9％、60歳代が83.4％

とほとんど差がなく続いている。 

 

＜図１９－１０ 性別・年齢別＞ 
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回

答

82.4

83.0

81.8

66.1

87.5

87.1

86.9

83.4

78.1

性

別

年

齢

別

25.0

26.7

23.3

22.6

37.5

36.6

26.3

18.3

12.2

57.4

56.3

43.5

50.0

50.5

60.6

13.3

13.4

13.2

29.0

12.5

11.8

11.1

12.7

9.8

65.1

65.9

58.5

3.2

2.9

3.5

4.8

0.0

1.1

2.0

4.0

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.7

1.2

5.7

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（カ）市民課土曜窓口 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、『知っている』は女性64.4％、男性55.9％となっており、女性が8.5ポイント上回っている。 

年齢別でみると、『知っている』は60歳代が最も多く70.6％となっている。 

 

＜図１９－１１ 性別・年齢別＞ 
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回

答

60.7

55.9

64.4

43.6

60.4

61.3

60.6

70.6

59.4

性

別

年

齢

別

10.6

9.7

11.3

11.3

21.9

9.7

12.1

7.9

4.1

50.1

46.2

32.3

38.5

51.6

48.5

27.5

31.4

24.2

43.5

33.3

31.2

30.3

17.5

19.5

62.7

55.3

53.1

10.6

11.9

9.7

12.9

6.3

7.5

8.1

11.9

16.3

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.7

1.2

4.9

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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（キ）市税のコンビニ収納 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、『知っている』については、大きな差違はみられない。 

年齢別でみると、『知っている』は40歳代が最も多く78.5％、次いで60歳代が77.0％、30歳代が76.0％、

50歳代が71.8％と続いている。 

 

＜図１９－１２ 性別・年齢別＞ 
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回

答

72.4

70.4

73.9

61.3

76.0

78.5

71.8

77.0

66.7

性

別

年

齢

別

19.8

19.5

20.1

12.9

25.0

17.2

26.3

24.6

11.4

52.6

50.9

48.4

51.0

61.3

45.5

12.8

14.8

11.3

22.6

13.5

14.0

16.2

10.3

6.5

52.4

55.3

53.8

13.5

14.1

12.9

16.1

10.4

7.5

11.1

12.7

21.1

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.7

1.3

5.7

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

（回答者数）

単位：％

『知っている』

『知っている』
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２０ 男女平等参画社会 
（１）男女平等参画社会の形成にあたって市に望むこと 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年変化】 

男女平等参画社会の形成にあたって市に望むこととしては、｢女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができ

るよう、保育サービスや介護サービスなどの社会的支援を推進する｣が57.2％と最も多く、次いで｢性別役割分

担意識にとらわれず男女が共に担う家事・育児・介護についての意識啓発を推進する｣が24.3％、｢男女平等参

画の視点に立った学校教育や社会教育・生涯学習を充実する｣が24.0％、「家庭での子育ての支援など、地域で

子育てを支援する体制づくりを充実する」が22.0％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、上位項目に変動はないが、｢女性も男性も家庭生活と社会活動の両立

ができるよう、保育サービスや介護サービスなどの社会的支援を推進する｣は2.7ポイント増加し、反対に｢性

別役割分担意識にとらわれず男女が共に担う家事・育児・介護についての意識啓発を推進する｣は4.4ポイント

減少している。 

問３１ 市では、男女平等推進条例を制定し条例に基づき、男女平等参画プランを改定するなど、女性も

男性もすべての市民が性別に関わりなく個人として尊重され、責任をわかちあい平等に暮らせる「男

女平等参画社会」の形成を目指していますが、そのためにあなたは市にどのようなことを望みます

か。次の中から２つまでお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図２０－１ 男女平等参画社会の形成にあたって市に望むこと 経年比較＞ 
 
 

女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができるよう、保育
サービスや介護サービスなどの社会的支援を推進する

「女性はもっぱら家事・育児・介護を担い、男性は仕事をす
る」という性別役割分担意識にとらわれず男女が共に担う家

事・育児・介護についての意識啓発を推進する

男女平等参画の視点に立った学校教育や社会教育・生涯学
習を充実する

家庭での子育ての支援など、地域で子育てを支援する体制
づくりを充実する

女性の就労への支援や職場における男女平等、セクシュア
ル・ハラスメントの防止についての支援・情報提供を充実する

地域おこし・まちづくり・環境・防災への男女平等参画を推進
する

配偶者等からの暴力の防止など、女性に対するあらゆる暴力
に対する取り組みを推進し、被害者に向けた支援を推進する

広報誌やパンフレット等で、男女の平等と相互の理解や協力
についてＰＲする

市職員の男女平等の意識を高める

その他

無回答

57.2

24.3

24.0

22.0

13.6

11.5

10.5

7.2

5.0

2.2

5.3

54.5

28.7

21.9

20.1

10.4

14.8

8.0

6.8

6.1

2.4

7.1

0 20 40 60 80

平成23年(601)

平成20年(661)

％
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【性別・年齢別】 

性別でみると、｢女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができるよう、保育サービスや介護サービスなどの

社会的支援を推進する｣は女性61.9％、男性51.6％となっており、女性が10.3ポイント上回る。 

年齢別でみると、｢女性も男性も家庭生活と社会活動の両立ができるよう、保育サービスや介護サービスなど

の社会的支援を推進する｣は20歳代が69.4％、30歳代が66.7％と多くなっている。また、「家庭での子育ての

支援など、地域で子育てを支援する体制づくりを充実する」は30 歳代が37.5％と他の年代に比べ多くなって

いる。また、「男女平等参画の視点に立った学校教育や社会教育・生涯学習を充実する」は40歳代の30.1％で

最も多い。 

 

＜図２０－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

単位：％

女性も男性も家庭生活と社会
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全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)
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20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)
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別

57.2

51.6

61.9

69.4
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52.7

55.6
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47.2
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22.0

26.1
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23.2
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0 20 40 60 80

24.0
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20.1

16.1

18.8

30.1
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22.0

24.5

19.5

22.6

37.5

31.2

18.2

13.5

13.8

0 20 40 60 80

13.6

11.2

16.0

16.1

7.3

16.1

20.2

14.3

9.8

0 20 40 60 80

11.5

15.9

7.5

9.7

5.2

9.7

16.2

12.7

13.0

0 20 40 60 80

（回答者数）
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２１ 行財政改革 
（１）行財政改革を推進する際に取り組むべきこと 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

行財政改革を推進する際に取り組むべきこととしては、「市で行っている事業の必要性を再検討し、適宜見直

しを行う」が49.8％と最も多く、次いで｢職員数の適正化を進め、人件費削減に努める｣が46.4％と、上位２項

目で４割を超え、他の項目を上回っている。以降、「民間（ＮＰＯ法人・市民団体を含む）に任せられる事務事

業は、民間の委託に切り替える」が 27.0％、「豊かなみどりを観光資源としてＰＲし、市外からの観光収入を

伸ばす」が17.8％、「一部の団体へ交付している補助金等を見直し、極力削減する」が17.1％と続いている。 

 

【性別・年齢別・就業形態別】 

性別でみると、「民間（ＮＰＯ法人・市民団体を含む）に任せられる事務事業は、民間の委託に切り替える」

男性29.6％、女性25.2％となっており、男性が4.4ポイント上回るが、他の項目に大きな差違はみられない。 

年齢別でみると、「市で行っている事業の必要性を再検討し、適宜見直しを行う」は 40 歳代が 61.3％、50

歳代が59.6％と多くなっている。｢職員数の適正化を進め、人件費削減に努める｣についても、40歳代が49.5％、

50歳代が50.5％、さらに60歳代が50.8％と多くなっている。また、「民間（ＮＰＯ法人・市民団体を含む）

に任せられる事務事業は、民間の委託に切り替える」については、20歳代が38.7％と最も多い。 

就業形態別でみると、「市で行っている事業の必要性を再検討し、適宜見直しを行う」は事業主と家族従業で

それぞれ60.0％と最も多くなっている。また、｢職員数の適正化を進め、人件費削減に努める｣は、家族従業が

80.0％と群を抜いて多くなっている。 

 

問３２ 市で推進している行財政改革について、特に取り組むべきと思われるものを、次の中から２つま

でお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図２１－１ 行財政改革を推進する際に取り組むべきこと＞ 
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を行う

職員数の適正化を進め、人件費削減に努める

民間（ＮＰＯ法人・市民団体を含む）に任せられる事務
事業は、民間の委託に切り替える

豊かなみどりを観光資源としてＰＲし、市外からの観光
収入を伸ばす

一部の団体へ交付している補助金等を見直し、極力削
減する

多額の経費が必要となる公共施設再整備の年度別計
画を作成する

下水道や国民健康保険など特定の事業を行う特別会
計への経営支援金を抑制する

その他

無回答

49.8

46.4

27.0

17.8

17.1

11.1

6.7

3.7

4.0

0 20 40 60 ％

（回答者数＝601）
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＜図２１－２ 性別・年齢別・就業形態別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

市で行っている事業の必要
性を再検討し、適宜見直し
を行う

職員数の適正化を進め、人
件費削減に努める

民間（ＮＰＯ法人・市民団体
を含む）に任せられる事務事
業は、民間の委託に切り替
える

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

事業主( 35)

勤　め(262)

家族従業( 15)

その他( 20)

無　職(109)

主　婦(142)

学　生( 12)

豊かなみどりを観光資源とし
てＰＲし、市外からの観光収
入を伸ばす

一部の団体へ交付している
補助金等を見直し、極力削
減する

多額の経費が必要となる公
共施設再整備の年度別計
画を作成する

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

事業主( 35)

勤　め(262)

家族従業( 15)

その他( 20)

無　職(109)

主　婦(142)

学　生( 12)

年
齢
別

就
業
形
態
別

性
別

年
齢
別

就
業
形
態
別

性
別

49.8

49.5

50.3

48.4

52.1

61.3

59.6

49.2

32.5

60.0

47.3

60.0

50.0

47.7

52.1

58.3

0 20 40 60 80

46.4

46.6

46.5

43.5

36.5

49.5

50.5

50.8

45.5

37.1

47.7

80.0

50.0

41.3

47.9

33.3

0 20 40 60 80

27.0

29.6

25.2

38.7

21.9

29.0

31.3

23.0

23.6

20.0

30.9

20.0

25.0

28.4

21.8

33.3

0 20 40 60 80

17.8

18.1

17.0

14.5

21.9

19.4

17.2

17.5

16.3

8.6

21.4

0.0

25.0

14.7

16.9

25.0

0 20 40 60 80

17.1

18.1

16.0

21.0

14.6

18.3

13.1

15.9

21.1

14.3

15.6

0.0

15.0

21.1

18.3

25.0

0 20 40 60 80

11.1

11.6

10.7

9.7

17.7

7.5

10.1

14.3

7.3

25.7

11.1

20.0

5.0

9.2

8.5

16.7

0 20 40 60 80

（回答者数）
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２２ 重点施策 
（１） 今後、重点的に進めるべき施策内容 
 

 
 
（ア）生活環境面で重点的に進めるべき施策 

 
＜図２２－１ 生活環境面で重点的に進めるべき施策＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】 

生活環境面で重点的に進めるべき施策としては、「緑の保護・育成」が 31.3％と最も多く、次いで「駅周辺

の整備」が26.1％、「市内循環バスや地下鉄の延伸」が25.1％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、「緑の保護・育成」は5.8ポイント減少している。反対に、「市内循環

バスや地下鉄の延伸」と「駅周辺の整備」はそれぞれ６ポイント、3.9ポイントの増加となっている。 

 

【性別・年齢別】 

性別では、特に大きな差異はみられない。 

年齢別でみると、「緑の保護・育成」は50歳代の41.4％が最も多い。「公園、遊び場などの整備」は30歳代

の30.2％、「市内循環バスや地下鉄の延伸」についても30歳代の32.3％が最も多くなっている。「駅周辺の整

備」は20歳代が32.3％、30歳代が31.3％、40歳代が31.2％と若い世代を中心に、３割を超えている。 

 

問３３ あなたは今後市が重点的に進めるべき施策について、どのようなものをお考えですか。（ア）（イ）

（ウ）の各項目の中からそれぞれ２つまでお答えください。 

緑の保護・育成

駅周辺の整備

市内循環バスや地下鉄の延伸

道路の整備

公園、遊び場などの整備

農業、商工業の振興

住環境の整備

公共施設の再整備

ごみの減量とリサイクルの推進

環境対策の充実

情報化の推進

無回答

31.3

26.1

25.1

18.5

16.5

15.3

14.5

13.3

13.1

11.6

3.7

2.5

37.1

22.2

19.1

14.8

15.3

14.5

14.8

12.9

16.5

15.7

3.9

4.7

0 10 20 30 40

平成23年(601)

平成20年(661)

％
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＜図２２－２ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

緑の保護・育成 駅周辺の整備 市内循環バスや地下鉄の延
伸

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

道路の整備 公園、遊び場などの整備 農業、商工業の振興

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

年
齢
別

性
別

年
齢
別

性
別

31.3

32.5

30.5

37.1

22.9

19.4

41.4

31.0

36.6

0 20 40 60

26.1

25.3

27.0

32.3

31.3

31.2

21.2

21.4

24.4

0 20 40 60

25.1

24.2

25.5

19.4

32.3

22.6

25.3

24.6

25.2

0 20 40 60

18.5

20.2

16.7

14.5

13.5

17.2

21.2

25.4

15.4

0 20 40 60

16.5

16.6

16.7

19.4

30.2

19.4

8.1

12.7

12.2

0 20 40 60

15.3

16.6

14.5

27.4

13.5

17.2

13.1

14.3

11.4

0 20 40 60

（回答者数）
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（イ）市民サービス面で重点的に進めるべき施策 

 
＜図２２－３ 市民サービス面で重点的に進めるべき施策＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】 

市民へのサービス面で重点的に進めるべき施策としては、「高齢者福祉の充実」が 46.9％と最も高く、次い

で「保健・医療体制の整備」が36.8％、「地域生活の安全確保」が29.5％と続いている。 

前回調査（平成20年）と比較すると、東日本大震災の影響を受けてか「防災・消防体制の充実」が9.3ポイ

ント増加している。反対に「保健・医療体制の整備」は3.9ポイントの減少となっている。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、「健康づくり体制の充実」は男性が21.3％、女性が12.3％となっており、男性が９ポイント

上回る。一方、「地域生活の安全確保」は女性が33.0％、男性が25.6％となっており、女性が7.4ポイント上

回る。 

年齢別でみると、「高齢者福祉の充実」は60歳代の56.3％が最も多く、50歳以上の高年齢層でいずれも５割

以上と多くなっている。 

「防災・消防体制の充実」は20歳代の37.1％を筆頭に、年齢が高くなるにつれて漸減する傾向にある。 

 

高齢者福祉の充実

保健・医療体制の整備

地域生活の安全確保

防災・消防体制の充実

健康づくり体制の充実

交通安全対策の充実

障害者福祉の充実

国民健康保険事業の充実

消費者対策の充実

無回答

46.9

36.8

29.5

24.6

16.6

12.6

11.6

5.5

5.5

2.2

46.0

40.7

30.0

15.3

18.0

8.3

10.3

12.1

5.6

5.0

0 10 20 30 40 50

平成23年(601)

平成20年(661)

％
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＜図２２－４ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

高齢者福祉の充実 保健・医療体制の整備 地域生活の安全確保

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

防災・消防体制の充実 健康づくり体制の充実 交通安全対策の充実

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

年
齢
別

性
別

年
齢
別

性
別

46.9

44.4

48.7

24.2

40.6

39.8

52.5

56.3

54.5

0 20 40 60

36.8

34.7

38.7

41.9

42.7

34.4

34.3

42.1

28.5

0 20 40 60

29.5

25.6

33.0

27.4

33.3

35.5

31.3

25.4

25.2

0 20 40 60

24.6

24.9

24.5

37.1

33.3

25.8

23.2

19.0

17.1

0 20 40 60

16.6

21.3

12.3

16.1

10.4

14.0

16.2

23.8

17.1

0 20 40 60

12.6

15.5

10.1

19.4

17.7

18.3

11.1

7.1

7.3

0 20 40 60

（回答者数）
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（ウ）生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策 

 
＜図２２－５ 生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・経年比較】 

生涯学習・地域活動面で重点的に進めるべき施策としては、「子育て環境の充実」が 46.8％と最も多く、次

いで「学校教育の充実」が35.1％となっており、上位2項目が他を大きく引き離している。 

前回調査（平成20年）と比較すると、「子育て環境の充実」と「スポーツ・レクリエーション活動の振興」

がそれぞれ4.1ポイント増加している。反対に「学校教育の充実」は2.1ポイントの減少となっている。 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると、「スポーツ・レクリエーション活動の振興」で男性24.2％、女性8.2％となっており、男性が

16ポイント上回るなど、特に大きな男女差がみられる。一方、「学校教育の充実」は女性39.3％、男性30.7％

であり、女性が8.6ポイント上回る。 

年齢別でみると、「子育て環境の充実」は30歳代の70.8％が他の年代に比べ突出して多くなっている。また、

「学校教育の充実」についても30歳代の47.9％が最も多い。また、「生涯学習の推進」は50歳代の28.3％、

「スポーツ・レクリエーション活動の振興」は20歳代の24.2％が他の年代と比較して多くなっている。 

 

子育て環境の充実

学校教育の充実

生涯学習の推進

市民活動・ボランティア活動の支援

スポーツ・レクリエーション活動の振興

青少年の健全育成事業の充実

芸術・文化活動の推進

コミュニティ事業の促進

文化財の保護・活用

男女平等参画社会の確立

国際社会への対応

無回答

46.8

35.1

18.1

16.0

15.6

14.3

14.3

8.3

7.3

6.3

4.5

3.2

42.7

37.2

16.8

16.0

11.5

15.7

15.6

7.4

6.7

5.4

3.9

7.4

0 10 20 30 40 50

平成23年(601)

平成20年(661)

％
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＜図２２－６ 性別・年齢別／上位６項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：％

子育て環境の充実 学校教育の充実 生涯学習の推進

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

市民活動・ボランティア活動の
支援

スポーツ・レクリエーション活動
の振興

青少年の健全育成事業の充
実

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 62)

30歳～39歳( 96)

40歳～49歳( 93)

50歳～59歳( 99)

60歳～69歳(126)

70歳以上(123)

年
齢
別

性
別

年
齢
別

性
別

46.8

45.8

47.5

51.6

70.8

53.8

45.5

40.5

27.6

0 20 40 60 80

35.1

30.7

39.3

29.0

47.9

41.9

30.3

25.4

37.4

0 20 40 60 80

18.1

17.0

18.9

21.0

7.3

9.7

28.3

23.0

18.7

0 20 40 60 80

16.0

17.0

15.4

4.8

14.6

15.1

20.2

18.3

17.9

0 20 40 60 80

15.6

24.2

8.2

24.2

13.5

17.2

12.1

18.3

12.2

0 20 40 60 80

14.3

15.5

13.2

4.8

7.3

14.0

13.1

20.6

18.7

0 20 40 60 80

（回答者数）
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２３ 公共施設 
（１） 設置または再整備を望む施設 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【全体】 

設置または再整備を望む施設としては、「公園・遊び場」が 20.1％と最も多く、次いで「市民活動の場とし

て利用できる施設」と「特産品などの販売所」がともに15.6％、「市民プール」が13.3％、「福祉センター」が

10.6％と続いている。 

 

【性別・性／年齢別】 

性別では、「特産品などの販売所」で女性18.2％、男性11.9％となっており、女性が6.3ポイント上回って

いる。 

性・年齢別でみると、「公園・遊び場」は女性30歳代のみ３割を超え、最も多くなっている。「市民プール」

については、女性20歳代の28.6％と40歳代の23.1％で多く、男性は30歳代の21.4％のみ２割を超える。「特

産品などの販売所」についても、女性20歳代の25.0％、70歳以上の25.8％で多くなっている。一方、「市民

活動の場として利用できる施設」は男性60歳代の23.3％、女性50歳代の22.0％で多くなっている。 

問３４ あなたは、今後どのような公共施設の設置または再整備を望みますか。次の中からお答えください。 
   〔ｎ＝601 〕 

＜図２３－１ 設置または再整備を望む施設＞ 
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答

全　体（601） 20.1 10.113.3 10.6 4.8 15.6 15.6 6.0 3.7

単位：％

（回答者数）
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＜図２３－２ 性別・性／年齢別＞ 
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性

別

年

　

齢

　

別

男

性

女

性

23.5

21.4

32.1

23.1 23.1

6.8

4.7

8.1

10.6

11.9

9.4

5.9

7.1

7.3

12.5

15.0

18.6

3.8

9.6

8.5

17.2

11.3

6.0

7.2

5.0

5.9

9.5

12.2

10.0

5.1

7.1

7.5

5.8

5.1

6.3

3.7

5.0

4.9

5.1

6.3

14.511.3

13.6

18.6

20.0

27.5

18.2

22.7

20.1

26.8

23.8

12.5

28.6

13.2

18.3

8.5

12.3

12.5

14.6

21.4

14.7

14.8

13.3

0.00.0

4.8

2.9

6.6

2.9

4.8

4.9

0.0

1.7

18.9

5.8

8.5

1.6

3.2

3.4

12.9

14.1

18.6

0.0

1.9

7.1

12.5

4.9

2.4

14.7

9.7

10.8

8.3

20.3

10.1

12.9

18.8

22.0

19.2

5.7

10.7

23.3

17.5

9.8

14.3

17.6

15.4

15.5

15.6

10.2

25.8

13.6

18.8

13.5

15.1

25.0

10.2

10.0

7.5

14.6

16.7

14.7

18.2

11.9

15.6

1.7

0.0

2.2

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

1.9

0.0

3.4

全　体(601)

男　性(277)

女　性(318)

20歳～29歳( 34)

30歳～39歳( 42)

40歳～49歳( 41)

50歳～59歳( 40)

60歳～69歳( 60)

70歳以上( 59)

20歳～29歳( 28)

30歳～39歳( 53)

40歳～49歳( 52)

50歳～59歳( 59)

60歳～69歳( 64)

70歳以上( 62)

（回答者数）

単位：％
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２４ 自由意見 
質問の最後にまちづくりについて、ご意見や要望、アイデア等を自由記入形式で求めたところ、205 人の方

から記入があった。 

以下は記入内容を分類し、まとめたものである。お一人で複数の記入をしている場合は、それぞれ１件とし

て数えているため、延べ件数は327件となる。 

◎ 居住生活環境について 104件

・ 駅周辺・道路の整備、街の景観について 57件 
・ 公共交通の改善、市内の商業活性化について 30件 
・ 防犯、迷惑行為について 17件 

 

◎ 市の将来像について 33件

・ 現状のまま、もしくは今以上に緑の多い清瀬市を望む 14件 
・ 商工業や観光等の分野から市の活性化を望む 8件 
・ その他 11件 

 

◎ 市政参画・コミュニティ参加について 10件

・ 市政参画・コミュニティ参加について 10件 
 

◎ 広報、電子行政について 1件

・ ツイッターを活用した行政広報に期待 1件 
 

◎ 緑と公園環境について 31件

・ 今以上に公園を増やし、既存の公園の環境整備も進めて欲しい 25件 
・ 過度な開発は望まず、緑や農地の保全を望む 4件 
・ その他 2件 

 

◎ 防災について 15件

・ 防災無線の整備、設置箇所を増やして欲しい 5件 
・ 豪雨時の排水整備 3件 
・ その他 7件 

 

◎ ごみ、リサイクルについて 12件

・ ゴミ袋について 6件 
・ その他 6件 
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◎ 福祉行政・施策について 17件

・ 高齢者福祉について 11件 
・ 障害者福祉について 4件 
・ その他 2件 

 

◎ 子育て支援について 18件

・ 子どもが安全に生活できる環境整備 7件 
・ 小児医療について 4件 
・ その他 7件 

 

◎ 健康・医療について 9件

・ 健康・医療について 9件 
 

◎ 生涯学習・男女共同参画について 5件

・ 生涯学習について 2件 
・ 男女共同参画について 1件 
・ その他 2件 

 

◎ 市民サービス・公共施設について 32件

・ 市民サービスについて 7件 
・ 公共施設について 25件 

 

◎ 行財政改革について 26件

・ 行財政改革について 26件 
 

◎ その他 14件

・ その他 14件 
 




